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板
書
例 

１
読
む
前
に
・
第
一
段
・
第
二
段 

読
む
前
に 

・
「
待
つ
」
と
は
ど
ん
な
行
為
？ 

・
物
語
の
か
た
ち
に
注
目 

→

一
人
称
小
説 
「
私
」
の
視
点
で
進
む 

・
時
代
を
お
さ
え
よ
う 

→

「
大
戦
争
」
（
「
私
」
＝
「
二
十
歳
の
娘
」
） 

第
一
段 

「
誰
と
も
、
分
か
ら
ぬ
人
」
を
迎
え
に 

第
二
段 

誰
を
待
っ
て
い
る
の
か
？ 

・
人
間
で
な
い
か
も
し
れ
な
い 

・
人
間
が
嫌
い 

人
間
が
怖
い 

 

◆
「
私
」
の
変
化 

「
大
戦
争
」
前 

儀
礼
的
な
つ
き
あ
い
に
違
和
感
を
抱
く 

母
と
の
親
密
な
関
係
性
を
大
切
に
す
る 

「
大
戦
争
が
始
ま
っ
て
」
か
ら 

画
一
化
し
て
い
く
周
囲
に
不
安
と
孤
独
を
感

じ
る 

◆
「
大
戦
争
」…

「
（
十
七
年
一
月
）」 

→

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
十
二
月
八
日
・

真
珠
湾
攻
撃 

《
調
べ
て
み
よ
う
》 

２
第
三
段
・
第
四
段 

第
三
段 

落
ち
着
か
な
い
気
持
ち
を
抱
え
た
「
私
」
が
向

か
う
先→

駅 
 

◆
何
か
を
待
つ
「
私
」
の
心 

期
待→

恐
怖→

諦
め→

覚
悟 

白
昼
の
夢 

→

非
現
実
的
な
空
想 

望
遠
鏡
を
逆
に
の
ぞ
い
た
み
た
い 

→

目
の
前
を
行
き
交
う
人
々
が
、
遠
く
小
さ 

く
見
え
る 

…

「
私
」
の
孤
独
を
あ
ら
わ
す 

「
け
し
か
ら
ぬ
空
想
」「
淫
ら
な
女
」「
軽
は
ず

み
な
空
想
」「
不
埒
な
計
画
」 

→
自
分
（
自
分
が
考
え
た
こ
と
）
を
否
定
的
に

捉
え
る
「
私
」 

 

第
四
段 

◆
繰
り
返
さ
れ
る
問
い 

「
誰
を
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」 

旦
那
さ
ま→

恋
人→

お
友
達→

お
金→

亡
霊

…

全
て
否
定
す
る
「
私
」 

  

３
第
五
段
・
ま
と
め 

第
五
段 

◆
「
私
」
が
「
待
つ
」
も
の 

も
っ
と
和
や
か
な
、
ぱ
っ
と
明
る
い
、 

す
ば
ら
し
い
も
の→

春
の
よ
う
な
も
の 

→

青
葉→

五
月→

麦
畑
を
流
れ
る
清
水 

 
 
↓

ど
れ
も
違
う
、
け
れ
ど
も 

胸
を
躍
ら
せ
て…

希
望 

一
心
に
一
心
に…

ひ
た
む
き
な
態
度 

◆
不
安
で
あ
っ
て
も
孤
独
で
あ
っ
て
も 

「
待
つ
」
こ
と
を
選
ん
だ
「
私
」 

◆
「
あ
な
た
」
の
違
い 

第
四
段
落
の
「
あ
な
た
」 

→

「
私
」
に
声
を
掛
け
る
人 

 
 

 

⇔ 

第
五
段
落
の
「
あ
な
た
」 

→

「
胸
を
躍
ら
せ
て
待
っ
て
」
い
る
も
の
、 

「
私
」
の
物
語
を
読
ん
で
い
た
読
者 

 

ま
と
め
書
い
て
み
よ
う 

言
語
活
動
１ 

時
代
状
況
／
テ
ー
マ 

言
語
活
動
２ 

「
私
」
／
作
者 

作
家
紹
介
太
宰
治 

…

戦
時
下
の
創
作
活
動 


